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私の年賀状自慢
皆さんはミレニアムイヤーにふさわしい年賀
状を作成できたでしょうか。ここでは、オリ
ジナルの年賀状を、そのまま公開してもら
い、会報委員会の独断で順位を付けてみまし
た。これらからは最近の傾向もつかめそうで
す。21世紀へと突入する来年のご参考に。

第１位

第２位

第３位

野々村 俊夫 氏（Ｉ部１期）
枚数：1200枚　コンセプト：女性
－－原画はペンで描かれているとのことです。ど
の位時間がかかっているのでしょうか？

中川"ジョン・レノン"信浩 氏（ II 部13期）
枚数：55枚　コンセプト：私は1980.12.08からJhonLennon
(ビートルズクレージー)となりTheBeatlesの図案は昨年と今年と
続けた。昨年は"SGT.Paper's"をもじったが、今年は色々考えた
時LivehouseでのBirthdayShotをそのまま使用した。
－－こだわりが感じられる年賀状です。

安達 功 氏
（Ｉ部21期）
枚数：約80枚
コンセプト：７パター
ンに分けてパソコンで
作成。相手に応じて
「７色の変化球」で勝
負する。
－－３枚だけしか掲載
できないのが残念で
す。残りの４種類も見
てみたいですね。
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第４位 第６位

第７位

第５位

番外

千葉 登之弥 氏
（Ｉ部17期）
－－赤と青の２色
づかいで所々に太
字を効果的に配置
しています。発想
の勝利でしょう
か。このようにセ
ンスよくまとめる
のは難しいことで
すね。

市川 尚紀 氏
（Ｉ部28期）
－－辰の文字が青
緑でその他の文字
が黒で印刷されて
ます。レイアウト
のバランスが絶妙
ですね。

石田 丈晶 氏
（ II 部１期）
－－お正月らしい
カラフルな年賀状
です。獅子舞の頭
が龍で、さしずめ
タツマイ？

糸井 孝雄 氏
（Ｉ部１期）
－－コッカスパニ
エルなんでしょう
か？　とても利口
そうなボブくんで
す。家庭を明るく
してくれそうです
ね。

斉藤 栄士 氏
（ II 部８期）
－－過去の連作を８枚寄せ
て下さいました。その中か
ら３枚を掲載します。力作
ぞろいで全て掲載できない
のが残念です。ちなみに今
年はお子さんの写真だと
か。ぜひ２パターンにして
続けて頂きたいものです。
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第８位

第９位

第10位 第13位

第12位

第11位

伊藤 学 氏
（Ｉ部20期）
枚数：200枚
コンセプト：必ず
干支を絵にする。
－－カラフルなプ
リントごっこで
す。伊藤さんの絵
も去ることながら
お子さんの絵がい
いですね。

市川 顕司 氏
（Ｉ部16期）
枚数：150枚
コンセプト：せめ
て年賀状は手書き
で心を込める
－－これだけ筆が
使えるといいです
ね。

城島 匡人 氏
（ II 部15期）
－－精緻な３DCG
の年賀状です。
会社を旗揚げされ
るとのこと。さす
がプロのCGは写真
のようですごいで
すね。

梅津 裕二 氏
（Ｉ部９期）
－－龍で囲まれた
時計がさしてるの
は２Ｋ。黒と辛子
色と赤のシックな
年賀状です。デ
フォルメされた龍
が味があっていい
ですね。

河合 康夫 氏
（Ｉ部８期）
－－龍のマークが
アクセントになっ
てます。家族みん
なの昨年をコンパ
クトにまとめてあ
り、河合家の生活
がよく伝わってき
ますね。

坂本 光雄 氏
（Ｉ部４期）
－－カラフルでシ
ンプルな年賀状で
す。3DCGの七福
神がかわいいです
ね。
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第14

第15位

第16位

第17位

第18位

第19位

第20位

中村 秀雄 氏
（Ｉ部16期）
－－バリでダイビ
ングされた時の写
真のようです。す
ごく鮮やかな青と
黄色の魚がきれい
です。カラーでお
見せできないのが
残念。

鏑木 亮太郎 氏
（Ｉ部28期）
－－建築学科らし
い年賀状です。右
下の小さい画像は
計画段階のCGのよ
うです。ご自分で
設計された建物な
のでしょうね。

釜谷 幸志 氏
（Ｉ部14期）
－－色もシックで
変わったタッチの
龍が飛んでいま
す。温かい雰囲気
のある年賀状です
ね。

村田 英二 氏
（Ｉ部10期）
－－青い龍が水色
の空に昇っていき
ます。今年もさら
なる飛躍をといっ
たところでしょう
か。

久米 恵祐 氏
（Ｉ部19期）
－－黒の龍にマー
カーで着彩されて
ます。変わった色
のマーカーできれ
いです。安定感の
ある龍ですね。

田中 治 氏
（Ｉ部11期）
－－イエローサブ
マリンをタツノオ
トシゴが見ていま
す。20世紀も今年
で終わり、来年は
浮上するのでしょ
うか。

杉山 文治 氏
（Ｉ部20期）
－－龍が窓から覗
き込んでるように
も見えます。かわ
いいお子さんの写
真が貼ってありま
す。お祝い募集中
のようです。(笑)
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平成11年築理会活動報告
昨年も築理会は会員の皆様のためになるよう
試行錯誤をくり返し、活動、改革をして参りま
した。以下に平成11年の築理会の活動内容を報
告します。

1.終身会員制度を設けました。
昨年より終身会員制度を設けました。卒業30
年以上経過した会員を対象に、会費30,000円の
一括納入により終身会員とさせて頂きました。

築理会終身会員名簿

あなたなら、どう建てる？
－道路幅員８ｍの商業地域に400床の私立総合病院－

（株）インテグリティ　スカラベ
坂下誠（Ⅱ部２期）

私は東京都台東区で設計事務所を経営してい
ます。建築に携わる者として見過ごすことので
きない問題が、事務所のある東上野でいま起き
ています。歩道のない８ｍ幅員の一方通行路に
400床の病院（高さ45ｍ）を建てる計画があるの
です。もともとは区立の小学校だった敷地を、
私立の病院にタダ同然で貸し、建設費の30%を
区が補助し、開業後の赤字補填まで区が面倒を
見る、という信じがたい計画が着々と進行して
います。どう考えても病院敷地に適さない場所
である上、公開空地もとらないような目一杯の
設計です。こんな設計でいいのか、と同業者と
しては不本意なのですが、地元住民の方々と一
緒になって、建設反対の立場を取らざるを得な
い状況です。
様々な立場での建築のプロである築理会会員
の皆様のご意見をお聞かせ下さい。また、住民
運動に関するアドバイスなどもご指導頂ければ
幸いです。
詳しくは「www.taxtaito.cjb.net」をご覧下
さい。

2.ホームページをリニューアルしました。
一昨年開設しました築理会ホームページをリ
ニューアルしました。掲示板や会議室を充実
し、会員相互の情報交換ができるようになりま
した。会員の皆様の積極的な参加を期待してお
ります。

3.平成11年決算報告・平成12年予算案
相変わらずの財政難が続いております。世の
中の景気はなかなかよくなりませんが、建築学
科のＯＢ会という貴重な場の為に会費の納入を
お願いします。

Ｉ部１期　糸井　孝雄（武井）

Ｉ部１期　岩倉　知行（二見平野）

Ｉ部１期　立花　直美（武井）

Ｉ部１期　大城　常男（井口）

Ｉ部１期　大野　勅弘（武井）

Ｉ部１期　小林　　昭（井口）

Ｉ部１期　佐藤　亘宏（二見平野）

Ｉ部１期　野々村俊夫（武井）

Ｉ部１期　松坂　裕久（二見平野）

Ｉ部１期　森本　　仁（井口）

Ｉ部１期　森山　映実（森脇）

Ｉ部２期　桑子　　喬（二見平野）

Ｉ部２期　篠原　陸郎（二見平野）

Ｉ部２期　南條　道夫（碓井）

Ｉ部２期　吉村　孝信（二見平野）

Ｉ部３期　浅野悠紀夫（浜田）

Ｉ部３期　安立　　修（名古路）

Ｉ部３期　石井　源享（碓井）

Ｉ部３期　今泉　精一（井口）

Ｉ部３期　金子　紀行（森脇）

Ｉ部３期　川合　昭雄（井口）

Ｉ部３期　北川　裕子（武井）

Ｉ部３期　宍戸　泰三（柘植）

Ｉ部３期　徳山　久雄（武井）

Ｉ部３期　森山　靖紘（井口）

Ｉ部３期　八木　嘉也（二見平野）

Ｉ部３期　若松　常美（武井）

Ｉ部４期　金関　和郎（井口）

Ｉ部４期　栗谷　和彦（柘植）

Ｉ部４期　坂本　光雄（二見平野）

Ｉ部４期　佐々木昌克（二見平野）

Ｉ部４期　谷口　二郎（名古路）

Ｉ部４期　中西　　繁（武井）

Ｉ部４期　孕石　好治（岸田）

Ｉ部４期　柳瀬　正敏（二見平野）

（以上敬称略）

4.築理会行事報告
　平成11年3月17日　総会・懇親会
　平成11年10月8日　研究セミナ－　第19回
　　　　　　　倉渕 隆　「集合住宅における換気問題」
　平成12年2月　4日　研究セミナ－　第20回
　　　　　　　大江 匡　「解放の速度」
本年は「現場見学会」「OBと語る会」も開催する予定
です。詳細が決まり次第、築理会ホームページに掲
載します。ホームページをご覧になれない方にはＦ
ＡＸ案内サービスを開始しました。詳しくは８頁を
御覧下さい。
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新任教授紹介
篠崎　祐三

工学部建築学科教授
昨年10月１日付けで
第１部工学部建築学科
に着任しました。建築
構造の中でも地震工学
を専門としています。
殊に、建物に入力する
地震動が建物の地震応
答、すなわち、建物の
倒壊の決め手になるた
め、地震振動や建物と
地盤の動的相互作用の
研究を主な対象として
います。具体的には、過去の地震被害例で震害
が集中することの多い、地形・地層構成の変動
の著しい不整形地盤域の構造物の振動性状を理
論ならびに実験観測により研究してきました。
また、建物の振動制御の研究も行っています。
講議は年度途中なので今のところ「防災工学
Ⅰ」（２年後期）だけですが、４月より「防災工学
Ⅱ」（３年前期）、「建築構造Ⅱ」（３年後期）、「応
用力学」（３年後期）、「建築振動特論」（大学院）
を担当します。
国立大学の中でも最も過密な大学から超過密
大学へ移り３ケ月経ちましたが、版を重ねた定
評のある物理学書が教科書に使われていること
や、熱心に演習に取り組む学生たちの勉学態度
に、物理学校時代からの「実力主義」の伝統を強
く感じています。また、４年生の卒論発表会
（α方式）でのプレゼンテーションや在校生の設
計製図の上手なのには驚いています。

〔略歴〕
1966年　京都大学工学部建築学科卒業
1968年　京都大学大学院工学研究所
　　　　　建築学専攻修士課程終了
1971年　京都大学大学院工学研究所
　　　　　建築学専攻博士課程単位取得退学
1971年　京都大学工学部助手
1986年　京都大学講師
1996年　京都大学大学院助教授
1984年　工学博士取得
1994年　日本建築学会賞(第一部論文)受賞

ははみみだだししチチククリリ　イタリアに行った。食べまくった。一番美味しかったのはアマルフィのラ・カラベッラの海の幸。

森脇哲男名誉教授逝去
森脇哲男元教授（享年72才）が去る１月30日、
脳出血のため逝去されました。通夜及び告別式
は聖イグナチオ教会（四ッ谷）で２月２日・３日
に執り行われました。森脇先生は本学建築学科
創立時1962年（昭和37年）から浜田稔先生と共
に赴任されました。３年間ほど理工学部（1970
～1973）にも行かれていましたが、その後は神
楽坂で防災関係の研究活動・学生の指導にあた
られ、研究室は平成７年卒の卒業生まで待たれ
ていました。ご冥福をお祈りいたします。

コンペ入選情報
◆第２６回日新工業建築設計競技
　　「課題：ゆっくりと」
　２等　伊勢屋　寛(１部33期)
　　　　　　ニューヨーク州立大学

◆ＪＩＡ東海支部設計競技
　　「課題：商店街に住まう」
　銅賞　水野　義人(１部35期)
　　　　　　理科大４年生
　　　　三谷健太郎(１部36期)
　　　　　　理科大４年生（研究室に入れない
　　　　　　ため来年卒業予定）

◆新世代の美術館
　選外佳作　堀　伸平(１部34期)
　　　　　　理科大大学院１年生

'99年度卒業制作優秀作品展
（Ⅰ･Ⅱ部卒業制作優秀作品）

　期間：4/9(日)～4/11(火)
　時間：13:00～20:00
　場所：９号館５階製図室

訃報

お詫びと訂正
前号の特集の中で、大藤広睦氏の卒
業期が㈼部９期と記載されていました
が、正しくは㈼部５期でした。
ここに訂正させて頂くと共にお詫び
申し上げます。
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松崎研究室の最近の研究テーマ

松崎研究室は第三部門（構造･材料）に属してお
り、2000年度で20周年を迎えます。研究内容
は、色々な角度から建築構造物の安全性確保の
ための研究、特に、コンクリート系構造物の性
能評価の研究を進めています。

1.RC（鉄筋コンクリート）構造物の構造性能評
価に関する総合的研究
鉄筋コンクリートはきわめて複雑で一律に従
うことのできる厳密な理論などないといっても
よいでしょう。松崎研究室の研究は、構造実験
を主体として、実験結果の現象を探ることから
始まります。これまでに、数多くの幅広い範囲
にわたっての実験を行い報告してきました。こ
の蓄積したデータを基に、RC構造物の構造性
能（剛性，諸耐力，靭性能，復元力特性etc.）を
基本に立ち返って評価することを目的としてい
ます。

2.RC構造物の耐震性能確保に関する研究
耐震性の劣る既存の建物に対する耐震性の評
価、および、補強方法の提案、特に、新素材と
よばれるシート状連続繊維補強材を用いた補強
工法に関する研究を進めています。この補強工
法は、炭素繊維やアラミド繊維をシート状に製
作し、既存のコンクリート系構造物の表面に樹
脂を用いて貼り付けるものです。このシートを
RC部材に巻き付けることにより、せん断耐
力、付着耐力および靭性能を向上させる事がね
らいです。既に壁の無い独立柱における補強効
果は確認し、既往の評価方法により評価できる
ことを確認しました。現在では、腰壁･垂壁お
よび袖壁付き柱の補強効果、スラブ付き梁の補
強効果、耐震壁の補強効果および非構造壁のダ
メージコントロール等の実験を行い、評価方法
を検討しているところです。また、これらの研
究にからんで、腰壁･垂壁付き柱の面外方向力

に対する耐震補強設計に関して問題を投げか
け、面内方向加力に対する設計方法とからめて
研究を進めている。

3.新しい高層建築を実現するための研究
新しい高層建築を実現するための研究で、RC
部材が地震を受けたときに、どのような性能で
どのように抵抗させるかを追及しています。特
に、60～100MPa級コンクリートおよび700～
1300MPa級せん断補強筋を用いた材料の高強
度化に絡む研究、および、建物の軽量化を図る
ための超軽量コンクリートの構造物への利用に
関する研究を進めています。

4.プレキャスト化、工業化に関する研究
さまざまな建築に対応できるような製品を開
発し、構造性能を評価して、一般に対応した設
計方法やルールをつくり、まとめています。特
に、プレキャスト化により存在することにな
る、コンクリート同士の接合部、接合筋、シヤ
キー等に関する既往の評価方法の問題点を指摘
し、有限要素解析方法等を利用しながら新しい
評価方法の提案を行っています。

5.新材料の構造物への利用に関する研究
引張および圧縮に対して高靭性を有するよう
に設計された短繊維補強セメント複合材料を用
いることにより、地震などの一時的な荷重･外
力に対する建築物の応答を制御しうるエネル
ギー吸収デバイスや、それ自体の損傷を低減で
きる構造要素を開発し、これらによる高い損傷
制御性を有する建築構造システムの可能性を示
すことを目的としています。短繊維補強セメン
ト複合材料は、短繊維を体積比で約2％近くま
で混入して練り上げたものであり、高い靭性能
（引張で最大5％程度、圧縮で最大2%程度）とひ
び割れ分散性を有しています。これまでに、柱
および梁部材に使用した部材実験を行い、飛躍
的なせん断耐力、付着耐力、靭性能の向上を確
認しています。

以上、簡単に松崎研究室の最近の研究テーマ
を述べました。松崎研究室のメンバーは、大学
の実験室は勿論のこと、大学の施設ではできな
い柱、壁、接合部等の実験を行うために、建設
省建築研究所およびゼネコン技術研究所を渡り
歩いております。ここに感謝の意を表するとと
もに、どこかで見かけた際には声をかけてくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　（松崎研）

連載　研究室紹介（第２回）
前号より連載企画として、研究室の紹介コー
ナーを設けました。現在どんな研究をしてい
るのか等、研究室内から記事を寄せてもらい
ます。日常大学から疎遠になりがちなＯＢの
方々に、理科大の今を知ってもらうためにも
この企画を立ちあげました。
今回は松崎研です。どうぞお楽しみ下さい。
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お手数ですが拡大コピーをしてＦＡＸにてお送りください。

平成12年会費納入のお願い
現在、平成12年度の会費の納入をお願いしており
ます。振込用紙を同封しておりますので、お振り込
み下さい。
今後のさらなる築理会発展のためにご協力をお願
いします。

　年会費　　3,5００円
　口座名　　築理会
　郵便振替　００１１０ー５ー１７１９５２
　銀行振込　東京三菱銀行神楽坂支店 普通4335597

募集します！
会報委員会では、築理会報の各コーナーへの記事
を募集しています。どんな些細な情報でも首を長く
してお待ちしております。また、建築にこだわら
ず、おいしい料理の作り方や、うまいラーメン屋情
報、あなたの楽しい旅行記、その他の記事・情報、
また、はみだしチクリにもどんどんお寄せくださ
い。築理会あてＦＡＸ若しくは電子メールにてお知
らせください。

築理会員データ確認カード 
ふりがな： 

名前： 

ふりがな／勤務先： 

ふりがな／部署・役職： 

電子mail： 

現住所：（〒　　　　　） 

電子mail： 

現住所以外の安定的な連絡先,具体的な連絡方法及びＴＥＬ： 

所属学会 

通信欄 

日本建築学会 

（　　　　　　　　） （　　　　　　　　） （　　　　　　　　） 

（　　　　　　　　） 

記入日：19   /    / 

卒業年　　　　年3月 

（　　期　　　　　研） 

Ⅰ部 Ⅱ部 

TEL

FAX

TEL FAX

（旧姓） 

データ確認カード返送のお願い
住所、職場、部署等に変更のございます方は、下
記データ確認カードにご記入の上、築理会事務局ま
でご返送下さいます様お願い致します。
最新データに基づいた名簿作成、編集のためご協
力をお願い致します。
送付先：建築学科事務室内・築理会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　名簿作成委員会

築理会報2000春号
2000年2月発行　Vol.26

編集長　：森清
編集委員：伊藤学、伊谷峰、安達功、千田猛、
　　　　　諸岡伸幸、中川信浩、平賀一浩
印刷発送：グローバルシステム株式会社

｢編集後記｣
会報の編集にしばらく携わってきましたが、特集
のアイデアが枯渇ぎみです（ちなみに今号の特集は
M・I編集委員の提案によるもの）。最近の紙面内容
はいかがでしょうか。なかなか生の声を聞く機会が
ないので、皆さんの忌憚のない意見をE-mailにてぜ
ひお寄せください。（森清=smori@nikkeibp.co.jp）

インフォメーション
◆平成12年総会・懇親会開催
今年度の総会並びに懇親会を下記のように開
催いたします。今回の総会では、11年度の決算
報告、12年度の予算案などについて討議しま
す。会員皆様の情報交換と親睦の場として、年
１度の総会・懇親会にぜひご出席賜りますよう
ご案内いたします。たくさんの人と交流を深
め、建築学科ＯＢの輪を広げましょう。
下記データカード出欠覧にチェックをし、必
要事項を記入の上、築理会事務局までＦＡＸを
お送り下さい。（03-3235-6897）
（欠席の場合もご返答願います）

　日　時：2000年 3／16（木）
　　　　　18:20～19:00 総会
　　　　　19:00～21:00 懇親会
　会　場：レストラン”トリノ”B1
　　　　　新宿区揚場町1-3
　　　　　（飯田橋外堀通り沿い）
　　　　　TEL:3269-5555
　会　費：4,000円

築理会ＦＡＸ案内サービス開始
築理会セミナーや、ＯＢと語る会、現場見学
会などの情報は会報及び築理会ホームページに
掲載しております。しかしながら、ホームペー
ジのみに情報が掲載されることになる場合は、
インターネットの使用環境にない方にご迷惑を
おかけすることになります。そこで、当分の間
ＦＡＸによる案内を実施いたします。
ご希望の方は、データ確認カードに「ＦＡＸ案
内サービス希望」と記入の上、ＦＡＸにて築理
会事業委員会市川までお申し込みください。
東京理科大学工学部建築学科　市川尚紀
Tel　03-3260-4271（内3482）　Fax　03-3260-
6316

　総会・懇親会に
□　出席いたします。
□　欠席いたしますので、総会でのすべての権限を議長に
　　委任いたします。


